
（別記） 

令和８年度長洲町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本町の農業は、水稲・麦・大豆の作付を基本とする土地利用型農業を中心としながら、

ミニトマト・トマト等の施設園芸野菜や露地野菜の作付も増加している。 

耕地面積は 680ha（水田 570ha、畑 110ha）で、水田面積 570haに対して、291ha（約 51％）

の基盤整備が完了しており、約 248ha（約 44％）の暗渠排水が整備されている。 

 今後、主食用米の需要が減少していくことが見込まれることから、麦・大豆・新規需要

米・高収益作物等への作物転換を促進することで、収益の確保を図っていく必要がある。 

 また、担い手の高齢化や後継者不足等による、更なる担い手の減少が想定されることか

ら、農地集積・集約化により、水田面積の維持、作付けの推進を図っていく必要がある。 
 
２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 

本町では、転換作物として麦・大豆の生産が盛んであり、その他、主食用米に代わり新

市場開拓米や米粉用米等が生産されており、今後も水田農業の収益力向上のため、作付面

積の拡大を図る。高収益作物については、ミニトマト・トマト等の施設園芸野菜や露地野

菜など様々な転換作物が生産されており、農業者の作付体系に適合した作物導入など適地

適作の推進を図る。 

 転換作物や高収益作物への計画的な転換を図るため、JA等と連携し、本町における水

田農業の高収益化を推進する。 

 収益性・付加価値の向上として、産地のブランド化、スマート農業の導入、６次産業化

を図っていく。 

 新たな市場・需要の開拓への向けた取組として、新市場開拓用米として「やまだわら」

の作付を推進し、シンガポール、香港、台湾に輸出が行われている。今後も増加する需要

に応えるため、作付の支援を行う。 

 生産コスト低減への取組として、低コスト生産技術の導入、普及を図るほか、今後の担

い手の更なる減少が想定される中、担い手への農地集積・集約化を図ることで、効率的な

生産体制を目指す。 
 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

地域計画に位置付けられた、認定農業者や地域の担い手への農地集積・集約化を

図り、水田の有効利用に取り組む。 

 水稲に代わり転換作物である大豆の生産を推進し、大豆と水稲のローテーションを行う

ことで、生産量の確保に努める。 

 また、高収益作物の作付けを推奨するとともに、新規需要米の転換を推進していく。 

 水稲の作付に活用される見込みがない水田については、利用状況の点検を行い、点検結

果を踏まえて、地域の実状に応じた水田の畑地化を推進する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

町内の約 570haの水田について、適地適作を基本として、産地交付金等を活用しなが

ら、麦・大豆・新規需要米を転換作物の主体として位置づけ、需要に応じた作物の振興を

進め、生産の維持・拡大を図る。 



（１）主食用米 

需要に応じた生産を行うため、生産目安を基にした主食用米の生産をする。ま

た、熊本県の水稲奨励品種である「ヒノヒカリ」「森のくまさん」「くまさんの力」

「あきまさり」「やまだわら」の作付を主とし、『売れる米作り』を推進し、農業者

の経営安定を図る。 

（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

    水田活用の直接支払交付金を活用し、多収品種の導入推進及び団地化の推進を図 

り、拡大を推進していく。 

  イ 米粉用米 

    過年度においては取組を実施していたが、現状は作付けを行っていない。需給者 

からのニーズに応じて水田活用の直接支払交付金を活用しながら、推進を図る。 

  ウ 新市場開拓用米 

多収品種「やまだわら」の作付を推進し、輸出用米等の作付拡大を図り、農家経 

営の安定と所得の増大を目指す。 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

    麦に関して、本町の気候条件及び耕作地条件に適している「シロガネコムギ」「チ

クゴイズミ」、パン用品種「ミナミノカオリ」の作付に取組む。単収の増加が課題と

なっており、農業者の所得向上に向けたインセンティブとして、産地交付金等を活

用し、担い手に支援を行うことにより、生産性の向上を目指す。 

    大豆に関して、主に良質多収量品種の「フクユタカ A1号」での作付に取組む。麦

と同様に単収の増加が課題であり、地域の基準反収も熊本県全体と比較しても低い

水準である。収益及び収量の向上を目指し、産地交付金にて、担い手の収量に応じ

交付額に差を設けることにより、生産意欲の向上を図る。 

    飼料作物に関して、小規模ではあるが耕畜連携の取組が行われており、畜産経営

や農地の保全に寄与している。そのため、産地交付金を活用し、今後も継続して取

組の支援を図る。 

    さらに、産地交付金を活用して、麦・大豆・飼料作物に対して、二毛作による作

付への支援を行うことで、更なる生産振興を図るとともに、水田利用率の向上を図

る。 

 

（４）地力増進作物 

    高収益作物等の転換作物の生育向上のため、土中の有機物量増加、物理性改良を 

図る。そのために、れんげ、ソルゴー、イタリアンライグラス、なたねを地力増進 

作物として作付けすることを推進する。 

 

（５）高収益作物 

    転作水田においては、販売を目的とした野菜等が作付されている。小規模農地で 

   の野菜の生産においても、玉名農業協同組合に共同で出荷を行うことにより、生産

者の所得の向上及び耕作放棄地の発生防止等に非常に大きな役割を果たしている。 

    このようなことから、これまでと同様、産地交付金において園芸作物等への支援 

   を行いながら作付面積の維持、拡大を図る。また、ミニトマト・トマトを中心とす

る施設園芸作物においても、本町の農業を支える重要な役割を担っているため、併

せて支援を行い、振興を図る。 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり      



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

275.56 0 285.0 0 290.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0.00

0.47 0 0.47 0 0.47 0.00

0 0 0 0 0.00 0.00

3.75 0 1.73 0 5.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0.00

320.36 193.79 320.00 195.00 340.00 210.00

22.22 21.99 25.50 24.50 50.00 45.00

3.14 2.23 3.64 2.61 3.50 2.50

・子実用とうもろこし 0 0 0 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0.00

13.49 0.12 14.10 0.19 12.00 0.50

・野菜 13.49 0.12 14.10 0.19 12.00 0.50

・花き・花木 0 0 0 0 0.00 0.00

・果樹 0 0 0 0 0.00 0.00

・その他の高収益作物 0 0 0 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0 0

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

大豆(基準反収の1/2を
上回った生産面積)

(令和7年度)
8.0ha

（令和8年度）
37.0ha

大豆(収量)
(令和7年度)
46.8kg/10a

（令和8年度）
90kg/10a

麦(基準反収の1/2を上
回った生産面積)

(令和7年度)
123.0ha

（令和8年度）
127.0ha

麦(収量)
(令和7年度)
286.8kg/10a

（令和8年度）
320.0kg/10a

大豆(取組面積)
(令和7年度)
22.0ha

（令和8年度）
61.0ha

麦(取組面積)
(令和7年度)
193.8ha

（令和8年度）
190.0ha

飼料作物(取組面積)
(令和7年度)
2.2ha

（令和8年度）
1.5ha

水田利用率
(令和7年度)
144.0%

（令和8年度）
130%

4
新市場開拓用米(輸出用米を

含む)

新規需要米における多
収品種の取組

(基幹)

新市場開拓用米(取組面
積)

(令和7年度)
3.8ha

（令和8年度）
5.5ha

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

目標

1 大豆・麦
担い手収穫加算
（基幹・二毛作）

（令和8年度）
12.0ha

2 麦・大豆・飼料作物
二毛作助成
(二毛作)

整理
番号

対象作物 使途名

施設園芸(取組面積)
(令和7年度)
7.0ha

（令和8年度）
8.0ha

3
野菜、花き・花木、
果樹、その他作物

地域振興作物への助成
(基幹)

野菜等(取組面積)
(令和7年度)
10.6ha

5

ミニトマト、トマト、なす、
きゅうり、アスパラガス、いち
ご、(施設園芸により販売目的
で作付けされた転換作物)

施設園芸加算
(基幹)

トマト、ミニトマト
重点作物助成

(基幹)
6

（令和8年度）
24,960kg/10a

トマト
（収量）

(令和7年度)
24,720kg/10a

（令和8年度）
7.0ha

ミニトマト
（収量）

(令和7年度)
9,627kg/10a

（令和8年度）
9,720kg/10a

重点作物(取組面積)
(令和7年度)
6.0ha



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：熊本県

協議会名：長洲町農業再生協議会

1 担い手加算(基幹) 1 7,000 麦、大豆
対象作物を作付けする地域の担い手であり、JA等出荷業
者等へ出荷を行っていること

1 担い手加算(二毛作) 2 7,000 麦、大豆
対象作物を作付けする地域の担い手であり、JA等出荷業
者等へ出荷を行っていること

2 二毛作助成(二毛作) 2 11,000 麦、大豆、飼料作物
対象作物を二毛作として作付けされた作付面積に応じて助
成

3 地域振興作物への助成(基幹) 1 17,000
野菜、花き・花木、果樹、その他作物(別紙の

とおり)
対象作物を転換作物として販売目的として作付けし、JA等
出荷業者等へ出荷を行っていること

4 新規需要米における多収品種の取組(基幹) 1 18,000 新市場開拓用米(輸出用米を含む) 多収品種による作付面積に応じて支援

5 施設園芸加算（基幹） 1 15,000
ミニトマト、トマト、なす、きゅうり、アスパラガス、いちご
(施設園芸により販売目的で作付けされた転作作物) 対象作物の作付面積に応じて支援

6 重点作物助成（基幹） 1 2,000 ミニトマト、トマト JA等出荷業者等へ出荷を行っていること

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


